
JP 5303400 B2 2013.10.2

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　像担持体上にトナー画像を形成する画像形成部と、
　該画像形成部で形成されたトナー画像を記録媒体上に転写する転写部と、
　該転写部で転写された未定着トナー画像を記録媒体上に溶融固着する定着部と、
　該定着部の上方に設けられ、前記定着部によりトナー画像が固着された記録媒体を排出
する排出部と、
　下端部を回動支点として装置本体に対し回動することにより前記定着部から前記排出部
に至る用紙搬送路の一部を開閉可能な定着ジャム処理カバーと、
　該定着ジャム処理カバーの回動端に揺動可能に設けられ、前記定着ジャム処理カバーが
閉じられた状態で前記定着部を通過した記録媒体を前記排出部に案内する搬送ガイド部材
と、
　該搬送ガイド部材の一部が当接する傾斜面を有し、前記定着ジャム処理カバーの開閉動
作に伴い前記搬送ガイド部材が前記傾斜面に沿って摺動する支持部材と、
を備え、
　前記搬送ガイド部材は、前記定着ジャム処理カバーの開動作に伴い前記搬送ガイド部材
の一部が前記傾斜面に沿って摺動することで下方向に回動し、前記定着ジャム処理カバー
の閉動作に伴い前記搬送ガイド部材の一部が前記傾斜面に沿って摺動することで上方向に
回動する画像形成装置。
【請求項２】
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　前記定着ジャム処理カバーは、前記定着部の下方に回動支点を有することを特徴とする
請求項１に記載の画像形成装置。
【請求項３】
　前記排出部に案内された記録媒体をスイッチバックして前記転写部に再搬送する両面搬
送路を有し、記録媒体が前記搬送ガイド部材を通過して前記排出部に案内された後、前記
搬送ガイド部材を揺動させることでスイッチバックされた記録媒体を前記両面搬送路に振
り分けることを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の画像形成装置。
【請求項４】
　前記支持部材は上下に移動可能であり、弾性部材により上向きに付勢されていることを
特徴とする請求項３に記載の画像形成装置。
【請求項５】
　前記両面搬送路は、前記定着ジャム処理カバーと装置本体の側面カバーとの間に形成さ
れており、前記側面カバーの開閉により前記両面搬送路の一部を開閉可能としたことを特
徴とする請求項３又は請求項４に記載の画像形成装置。
【請求項６】
　原稿を走査して読み取る画像読取部が装置本体上面に搭載されており、前記定着ジャム
処理カバーの上方に、前記画像読取部を支持する補強部材を設けたことを特徴とする請求
項１乃至請求項５のいずれかに記載の画像形成装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、記録媒体に担持された未定着トナー画像を加熱、溶融し、記録媒体に定着す
る定着部を備えた複写機、ファクシミリ、プリンタ等の画像形成装置に関し、特に、定着
部から定着部の上方に位置する排出部までのジャム処理機構に関する。
【背景技術】
【０００２】
　電子写真方式を用いた従来の画像形成装置に搭載される定着部としては、ニップを形成
する定着ローラ対の少なくとも一方のローラに熱源を内蔵させて加熱ローラとし、このロ
ーラ対のニップ部に未定着トナー画像を担持した用紙を挿通することによって用紙にトナ
ーを定着する熱ローラ定着方式や、加熱ローラに代えて発熱源からの輻射光を吸収して発
熱する加熱ベルトを用いたベルト定着方式が知られている。定着部でトナー画像が定着さ
れた用紙は、排出ローラ対により排出トレイ上に排出される。
【０００３】
　このような定着部を備えた画像形成装置では、定着部周辺のジャム処理を容易にするた
めに定着ローラ対のニップ部から排出ローラ対までの用紙搬送路を開放可能とする構成が
知られている。例えば、特許文献１には、熱定着ローラから用紙を剥離させる剥離部材を
覆う開閉可能な第１のカバー（剥離部材保護カバー）と、第１のカバーを覆う開閉可能な
第２のカバー（定着ジャム処理カバー）を備えた定着装置が開示されている。
【０００４】
　特許文献１の構成によれば、定着ローラ対のニップ部から搬送ガイド部材に至る領域に
ジャムが発生した場合は第２のカバーのみを開放し、高温となっている剥離部材を第１の
カバーで覆われた状態で安全にジャム処理を行うことができる。また、用紙の先端が剥離
部材と定着ローラの表面との間に挟み込まれるジャム、或いは用紙が定着ローラに完全に
巻き込まれるジャムが発生した場合は、第１及び第２のカバーを開放してジャム処理を行
うことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００６－３３７５２７号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、画像形成装置の高さを極力低くするためには、搬送ガイド部材を定着ジャム
処理カバーの上端部に設け、定着部の上方直近で用紙を用紙排出経路へ導く構成が有利と
なる。しかし、この構成の場合、定着装置の斜め上方に位置する排出ローラ対へ用紙を案
内するために、搬送ガイド部材は斜め上向きに配置される。そのため、定着ジャム処理カ
バーの下端部を支点として上下方向に開閉する際に、搬送ガイド部材が画像形成装置の本
体上部と干渉し、円滑な開閉動作を妨げるという問題点があった。なお、上述した特許文
献１の構成では、搬送ガイド部材が定着ジャム処理カバーの上端部に設けられていないた
め、カバー開閉時に搬送ガイド部材が画像形成装置本体と干渉するおそれはなかった。
【０００７】
　定着ジャム処理カバーの開閉動作時における搬送ガイド部材と本体上部との干渉を回避
する対策としては、搬送ガイド部材と干渉する装置本体フレームの一部を開閉軌道上から
遠ざける方法が考えられるが、その分だけ画像形成装置の高さが高くなってしまう。さら
に、装置本体フレームの一部に切り欠きや開口を形成して搬送ガイド部材との干渉を回避
しようとすると、装置本体の剛性が低下してしまう。特に、ＭＦＰ（Multi Function Pro
ducts）のように装置上部に画像読取部が搭載される場合は定着上部直近に板金等の補強
部材が必要となるが、この方法では搬送ガイド部材の開閉軌道上に補強部材を設けること
ができず、装置本体の剛性不足を招くおそれがあった。
【０００８】
　本発明は、上記問題点に鑑み、定着部周辺のジャム処理操作性に優れ、且つ装置の低背
化及び剛性にも考慮した画像形成装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために本発明は、像担持体上にトナー画像を形成する画像形成部と
、該画像形成部で形成されたトナー画像を記録媒体上に転写する転写部と、該転写部で転
写された未定着トナー画像を記録媒体上に溶融固着する定着部と、該定着部の上方に設け
られ、前記定着部によりトナー画像が固着された記録媒体を排出する排出部と、下端部を
回動支点として装置本体に対し回動することにより前記定着部から前記排出部に至る用紙
搬送路の一部を開閉可能な定着ジャム処理カバーと、該定着ジャム処理カバーの回動端に
揺動可能に設けられ、前記定着ジャム処理カバーが閉じられた状態で前記定着部を通過し
た記録媒体を前記排出部に案内する搬送ガイド部材と、該搬送ガイド部材の一部が当接す
る傾斜面を有し、前記定着ジャム処理カバーの開閉動作に伴い前記搬送ガイド部材が前記
傾斜面に沿って摺動する支持部材と、を備えた画像形成装置である。
【００１０】
　また本発明は、上記構成の画像形成装置において、前記定着ジャム処理カバーは、前記
定着部の下方に回動支点を有することを特徴としている。
【００１１】
　また本発明は、上記構成の画像形成装置において、前記排出部に案内された記録媒体を
スイッチバックして前記転写部に再搬送する両面搬送路を有し、記録媒体が前記搬送ガイ
ド部材を通過して前記排出部に案内された後、前記搬送ガイド部材を揺動させることでス
イッチバックされた記録媒体を前記両面搬送路に振り分けることを特徴としている。
【００１２】
　また本発明は、上記構成の画像形成装置において、前記支持部材は上下に移動可能であ
り、弾性部材により上向きに付勢されていることを特徴としている。
【００１３】
　また本発明は、上記構成の画像形成装置において、前記両面搬送路は、前記定着ジャム
処理カバーと装置本体の側面カバーとの間に形成されており、前記側面カバーの開閉によ
り前記両面搬送路の一部を開閉可能としたことを特徴としている。
【００１４】
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　また本発明は、上記構成の画像形成装置において、原稿を走査して読み取る画像読取部
が装置本体上面に搭載されており、前記定着ジャム処理カバーの上方に、前記画像読取部
を支持する補強部材を設けたことを特徴としている。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の第１の構成によれば、定着ジャム処理カバーの開閉時に搬送ガイド部材が支持
部材の傾斜面に沿って摺動することで装置本体と干渉しないため、ジャム処理時の操作性
を高めつつ、装置全体の高さを低く抑えることができる。また、定着ジャム処理カバーを
閉じるときは搬送ガイド部材が傾斜面に沿って摺動し、記録媒体を排出部に案内する位置
に確実に配置される。
【００１６】
　また、本発明の第２の構成によれば、上記第１の構成の画像形成装置において、定着ジ
ャム処理カバーの回動支点を定着部の下方に設けることにより、定着部から排出部に至る
用紙搬送路が広範囲に開放されるため、ジャム処理作業が一層容易になる。
【００１７】
　また、本発明の第３の構成によれば、上記第１又は第２の構成の画像形成装置において
、排出部に案内された記録媒体をスイッチバックして転写部に再搬送する両面搬送路を有
し、搬送ガイド部材を揺動させることで記録媒体を両面搬送路に振り分けることにより、
記録媒体の両面に印字可能でジャム処理操作性にも優れ、且つ装置全体の高さも低く抑え
た画像形成装置となる。
【００１８】
　また、本発明の第４の構成によれば、上記第３の構成の画像形成装置において、支持部
材を上下に移動可能とし、さらに弾性部材で上向きに付勢することにより、搬送ガイド部
材は弾性部材の付勢力に抗して支持部材を押し下げ、記録媒体を両面搬送路に振り分ける
位置に配置される。従って、定着ジャム処理カバーの開閉時には搬送ガイド部材を支持し
、定着ジャム処理カバーが閉じられた状態では搬送ガイド部材の揺動を許容する支持部材
を簡単な構成で実現できる。
【００１９】
　また、本発明の第５の構成によれば、上記第３又は第４の構成の画像形成装置において
、定着ジャム処理カバーと装置本体の側面カバーとの間に両面搬送路を形成し、側面カバ
ーの開閉により両面搬送路の一部を開閉可能とすることにより、側面カバーを開放して両
面搬送路にジャムした用紙を簡単に除去することができる。
【００２０】
　また、本発明の第６の構成によれば、上記第１乃至第５のいずれかの構成の画像形成装
置において、装置本体上面に画像読取部が搭載され、定着ジャム処理カバーの上方に画像
読取部を支持する補強部材を設けることにより、定着ジャム処理カバーの開閉を妨げるこ
となく補強部材により装置本体の剛性を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の画像形成装置の内部構成を示す概略断面図
【図２】本発明の画像形成装置において、定着部から排出ローラ対へ用紙を案内する様子
を示す部分拡大図
【図３】本発明の画像形成装置において、排出ローラ対から両面搬送路へ用紙を案内する
様子を示す部分拡大図
【図４】搬送ガイド部材が定着部から排出ローラ対へ用紙を案内する位置に配置された状
態を示す拡大斜視図
【図５】搬送ガイド部材が排出ローラ対から両面搬送路へ用紙を案内する位置に配置され
た状態を示す拡大斜視図
【図６】本発明の画像形成装置における用紙搬送経路の側面断面図
【図７】本発明の画像形成装置を背面側から見た斜視図
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【図８】側面カバーを開放した状態を示す側面断面図
【図９】定着ジャム処理カバーを閉じた状態での搬送ガイド部材と支持部材の関係を示す
拡大図
【図１０】図９の状態から定着ジャム処理カバーを開方向に回動させた状態を示す拡大図
【図１１】図１０の状態から定着ジャム処理カバーをさらに回動させた状態を示す拡大図
【図１２】定着ジャム処理カバーと共に搬送ガイド部材が装置本体から離間した状態を示
す拡大図
【図１３】定着ジャム処理カバーを開放した状態を背面側から見た斜視図
【図１４】定着ジャム処理カバーを開放した状態を示す側面断面図
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を詳細に説明する。図１は、本発明の画像
形成装置の構成を示す概略図である。画像形成装置１００はタンデム式のカラー複写機で
あり、画像形成装置１００本体内には４つの画像形成部Ｐａ、Ｐｂ、Ｐｃ及びＰｄが、図
１では左側から順に配設されている。これらの画像形成部Ｐａ～Ｐｄは、異なる４色（イ
エロー、マゼンタ、シアン及びブラック）の画像に対応して設けられており、それぞれ帯
電、露光、現像及び転写の各工程によりイエロー、マゼンタ、シアン及びブラックの画像
を順次形成する。
【００２３】
　この画像形成部Ｐａ～Ｐｄには、各色の可視像（トナー像）を担持する感光体ドラム１
ａ、１ｂ、１ｃ及び１ｄが配設されており、さらに図１において反時計回りに回転する中
間転写ベルト８が各画像形成部Ｐａ～Ｐｄに隣接して設けられている。これらの感光体ド
ラム１ａ～１ｄ上に形成されたトナー像が、各感光体ドラム１ａ～１ｄに当接しながら移
動する中間転写ベルト８上に順次転写されて重畳された後、二次転写ローラ９の作用によ
って記録媒体の一例としての用紙Ｐ上に転写され、さらに、定着装置７において用紙Ｐ上
に定着された後、装置本体より排出される。感光体ドラム１ａ～１ｄを図１において時計
回りに回転させながら、各感光体ドラム１ａ～１ｄに対する画像形成プロセスが実行され
る。
【００２４】
　トナー像が転写される用紙Ｐは、装置下部の用紙カセット１６内に収容されており、給
紙ローラ１３ａ及びレジストローラ対１３ｂを介して二次転写ローラ９と後述する中間転
写ベルト８の駆動ローラ１１との間のニップへと搬送される。中間転写ベルト８には誘電
体樹脂製のシートが用いられ、その両端部を互いに重ね合わせて接合しエンドレス形状に
したベルトや、継ぎ目を有しない（シームレス）ベルトが用いられる。また、二次転写ロ
ーラ９から見て中間転写ベルト８の移動方向の下流側には中間転写ベルト８表面に残存す
るトナーを除去するためのクリーニングブレード１７が配置されている。
【００２５】
　画像読取部２０は、複写時に原稿を照明するスキャナランプや原稿からの反射光の光路
を変更するミラーが搭載された走査光学系、原稿からの反射光を集光して結像する集光レ
ンズ、及び結像された画像光を電気信号に変換するＣＣＤセンサ等（いずれも図示せず）
から構成されており、原稿画像を読み取って画像データに変換する。
【００２６】
　次に、画像形成部Ｐａ～Ｐｄについて説明する。回転自在に配設された感光体ドラム１
ａ～１ｄの周囲及び下方には、感光体ドラム１ａ～１ｄを帯電させる帯電装置２ａ、２ｂ
、２ｃ及び２ｄと、各感光体ドラム１ａ～１ｄに画像情報を露光する露光装置４と、感光
体ドラム１ａ～１ｄ上にトナー像を形成する現像装置３ａ、３ｂ、３ｃ及び３ｄと、感光
体ドラム１ａ～１ｄ上に残留した現像剤（トナー）を除去するクリーニング装置５ａ、５
ｂ、５ｃ及び５ｄが設けられている。
【００２７】
　画像読取部２０から画像データが入力されると、先ず、帯電装置２ａ～２ｄによって感
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光体ドラム１ａ～１ｄの表面を一様に帯電させ、次いで露光装置４によって画像データに
応じて光ビームを照射し、各感光体ドラム１ａ～１ｄ上に画像読取部２０からの画像デー
タに応じた静電潜像を形成する。現像装置３ａ～３ｄは、感光体ドラム１ａ～１ｄに対向
配置された現像ローラ（現像剤担持体）を備え、それぞれイエロー、マゼンタ、シアン及
びブラックの各色のトナーを含む二成分現像剤が所定量充填されている。このトナーは、
現像装置３ａ～３ｄの現像ローラにより感光体ドラム１ａ～１ｄ上に供給され、静電的に
付着することにより、露光装置４からの露光により形成された静電潜像に応じたトナー像
が形成される。
【００２８】
　そして、一次転写ローラ６ａ～６ｄにより一次転写ローラ６ａ～６ｄと感光体ドラム１
ａ～１ｄとの間に所定の転写電圧で電界が付与され、感光体ドラム１ａ～１ｄ上のイエロ
ー、マゼンタ、シアン及びブラックのトナー像が中間転写ベルト８上に一次転写される。
これらの４色の画像は、所定のフルカラー画像形成のために予め定められた所定の位置関
係をもって形成される。その後、引き続き行われる新たな静電潜像の形成に備え、感光体
ドラム１ａ～１ｄの表面に残留したトナーがクリーニング装置５ａ～５ｄにより除去され
る。
【００２９】
　中間転写ベルト８は、従動ローラ１０、駆動ローラ１１及びテンションローラ１２に掛
け渡されており、ベルト駆動モータ（図示せず）による駆動ローラ１１の回転に伴い中間
転写ベルト８が時計回りに回転を開始すると、用紙Ｐがレジストローラ１３ｂから所定の
タイミングで中間転写ベルト８に近接して設けられた二次転写ローラ９と中間転写ベルト
８のニップ部（二次転写ニップ部）へ搬送され、ニップ部において用紙Ｐ上にフルカラー
画像が二次転写される。トナー像が転写された用紙Ｐは定着部７へと搬送される。
【００３０】
　定着部７に搬送された用紙Ｐは、定着ローラ対１４のニップ部（定着ニップ部）を通過
する際に加熱及び加圧されてトナー像が用紙Ｐの表面に定着され、所定のフルカラー画像
が形成される。フルカラー画像が形成された用紙Ｐは、搬送ローラ対１５を経て用紙搬送
路１９の分岐部に配置された搬送ガイド部材２１によって搬送方向が振り分けられ、その
まま（或いは、両面搬送路２３に送られて両面コピーされた後に）、排出ローラ対２５を
介して排出トレイ１８に排出される。
【００３１】
　用紙搬送路１９は、具体的には、搬送ローラ対１５の下流側において左右二股に分岐し
、一方の経路（図１では左方向に分岐する経路）は排出トレイ１８に連通するように構成
されている。そして、他方の経路（図１では右方向に分岐する経路）は両面搬送路２３に
連通するように構成されている。また、装置本体の剛性を高めて画像読取部２０の重量を
支えるために、装置本体の上面と画像読取部２０との間には補強部材としての補強板金２
７が取り付けられている。
【００３２】
　図２及び図３は、図１における定着部周辺の部分拡大図である。図２及び図３を用いて
両面印刷時の用紙搬送順路について詳細に説明する。本発明の画像形成装置は、装置の背
面に沿って略Ｃ字状の両面搬送路２３を設けた構造（背面Ｃパス）となっており、画像形
成部３（図１参照）で片面に画像が形成された用紙は、図２の破線矢印で示すように、定
着ローラ対１４及び搬送ローラ対１５を順に下から上方向へ通過し、搬送ガイド部材２１
に到達する。
【００３３】
　定着ジャム処理カバー３５は、定着部７の下流側（上側）における両面搬送路２３の一
部（内側面）と用紙搬送路１９の一部（外側面）を構成しており、定着部７の下方の支点
３５ａで上下に回動可能に支持されている。定着ジャム処理カバー３５の用紙搬送路１９
を構成する面には搬送ローラ対１５の一方のローラ１５ａと、用紙先端若しくは後端の通
過を検知する用紙検知センサ３６が配置されており、定着ジャム処理カバー３５の先端に



(7) JP 5303400 B2 2013.10.2

10

20

30

40

50

は搬送ガイド部材２１が揺動可能に支持されている。定着ジャム処理カバー３５を開放す
ることで搬送ローラ対１５が定着ジャム処理カバー３５側のローラ１５ａと装置本体側の
ローラ１５ｂとに離間し、定着ローラ対１４から排出ローラ対２５までの用紙搬送路１９
が露出するようになっている。
【００３４】
　図４及び図５は、搬送ガイド部材２１の揺動機構を示す拡大斜視図である。搬送ガイド
部材２１の長手方向の一端（図２及び図３の紙面奥側）近傍にはリンク部材３０及びソレ
ノイド３１が配置されている。リンク部材３０は、装置本体に回転可能に支持された回転
軸３０ａの外周面に第１アーム部３０ｂ及び第２アーム部３０ｃが突設されたクランク形
状をなしており、第１アーム部３０ｂの下端部には搬送ガイド部材２１の揺動端２１ａに
設けられた突部２２が接触し、第２アーム部３０ｃにはソレノイド３１の可動鉄心３１ａ
が連結されている。
【００３５】
　通常は、図４に示すように可動鉄心３１ａが突出しており、搬送ガイド部材２１の揺動
端２１ａはコイルバネ４０により上向きに付勢された支持部材３９（図１０参照）により
持ち上げられて斜め上向きに支持されている。これにより、搬送ガイド部材２１は図２の
ように、定着部７を通過した用紙を排出ローラ対２５に案内する位置（以下、第１の位置
という）に配置されている。そして、搬送ローラ対１５を通過した用紙の先端は、図２の
破線矢印で示すように、搬送ガイド部材２１の下面に沿って排出ローラ対２５へと案内さ
れる。
【００３６】
　排出ローラ対２５によって用紙は排出トレイ１８上に排出されていくが、用紙の後端が
用紙検知センサ３６を通過したことが検知されると、所定時間後に排出ローラ対２５が一
旦停止する。同時に、図５に示すようにソレノイド３１の可動鉄心３１ａが矢印Ａ方向に
引き込まれ、第２アーム部３０ｃを介して回転軸３０ａが矢印Ｂ方向に回転するため、第
１アーム部３０ｂがコイルバネ４０の付勢力に抗して搬送ガイド部材２１の突部２２を押
し下げる。その結果、搬送ガイド部材２１は図３のように略水平となり、排出ローラ対２
５でスイッチバックされた用紙を両面搬送路２３へ案内する位置（以下、第２の位置とい
う）に配置される。
【００３７】
　次に、排出ローラ対２５を逆回転させることにより、用紙は再び装置内部に引き込まれ
、図３の破線矢印で示すように、搬送ガイド部材２１の上面に沿って両面搬送路２３へ案
内される。なお、用紙の後端が通過した後はソレノイド３１を作動させて可動鉄心３１ａ
を突出させ、搬送ガイド部材２１を再び第１の位置に配置しておく。
【００３８】
　その後、両面搬送路２３を通過した用紙は、画像形成面が逆向き（図１の右向き）の状
態でレジストローラ対１３ｂの上流側まで搬送される。そして、所定のタイミングで用紙
を二次転写ローラ９と駆動ローラ１１との間のニップに搬送することにより、用紙の画像
が形成されていない面に中間転写ベルト８上に形成された新たなトナー像が転写される。
トナー像が転写された用紙は、定着部７、搬送ローラ対１５を経由して第１の位置に配置
された搬送ガイド部材２１の下面に沿って排出ローラ対２５に案内され、排出トレイ１８
上に排出される。
【００３９】
　次に、本発明の画像形成装置において、定着部周辺で用紙がジャムした場合のジャム処
理方法について説明する。図６及び図７に示すように、装置後側には両面搬送路２３の一
部（外側面）を構成する側面カバー３３が支点３３ａで回動可能に支持されている。また
、側面カバー３３の内側には、定着部７の上流側（下側）における両面搬送路２３の一部
（内側面）と用紙搬送路１９の一部（外側面）を構成する搬送ユニット３８が下端部を支
点として回動可能に支持されている。
【００４０】
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　定着部７の上流側の用紙搬送路１９において用紙がジャムした場合は、図８に示すよう
に側面カバー３３を開放すると、側面カバー３３と共に搬送ユニット３８も同時に開放さ
れる。搬送ユニット３８には二次転写ローラ９及びレジストローラ対１３ｂの一方が配置
されており、搬送ユニット３８の開放により用紙搬送路１９の一部（定着部７の上流側）
が露出してジャム処理が可能となる。
【００４１】
　定着部７よりも上方の両面搬送路２３において用紙がジャムした場合は、図８に示すよ
うに側面カバー３３を開放することで両面搬送路２３の上半分が露出するため、ジャム処
理が可能となる。また、定着部７よりも下方の両面搬送路２３において用紙がジャムした
場合は、図８の状態から搬送ユニット３８だけを持ち上げることにより両面搬送路２３の
下半分が露出し、ジャム処理が可能となる。ジャムした用紙を除去した後、図６及び図７
に示すように、搬送ユニット３８及び側面カバー３３を閉状態に戻す。
【００４２】
　一方、定着部７の下流側の用紙搬送路１９において用紙がジャムした場合、側面カバー
３３の内側に配置された定着ジャム処理カバー３５を開放する。ここで、搬送ガイド部材
２１は搬送ローラ対１５から排出ローラ対２５へ向かう用紙を案内するために、通常は図
２に示した第１の位置に配置されている。搬送ガイド部材２１を第１の位置に固定した状
態で定着ジャム処理カバー３５を開閉しようとすると、搬送ガイド部材２１の回動軌道上
に位置する補強板金２７と干渉してしまい、定着ジャム処理カバー３５を円滑に開閉でき
ない。
【００４３】
　そこで、本発明では定着ジャム処理カバー３５の開閉時に搬送ガイド部材２１が装置上
面の補強板金２７と干渉しない構成とした。図９に示すように、定着ジャム処理カバー３
５を閉じた状態では、搬送ガイド部材２１の揺動端２１ａに突設された位置決め用突起３
７が支持部材３９の傾斜面３９ａの上端部に当接することで、搬送ガイド部材２１が第１
の位置に位置決めされている。
【００４４】
　図９の状態から定着ジャム処理カバー３５を下方向に回動させていくと、図１０に示す
ように、搬送ガイド部材２１の自重により位置決め用突起３７が支持部材３９の傾斜面３
９ａに沿って下方に移動する。これにより、搬送ガイド部材２１の傾きは徐々に水平から
下向きになり、図１１に示すように、搬送ガイド部材２１は補強板金２７との干渉を回避
しながら定着ジャム処理カバー３５と共に回動する。
【００４５】
　定着ジャム処理カバー３５をさらに回動させると、図１２に示すように、搬送ガイド部
材２１は装置本体から完全に離間し、図１３及び図１４に示すように、用紙搬送路１９の
一部（定着部７の下流側）が露出してジャム処理が可能となる。ジャムした用紙を除去し
た後、定着ジャム処理カバー３５を閉じていくと、開放時とは逆に位置決め用突起３７が
支持部材３９の傾斜面３９ａに沿って上方に移動する。これにより、搬送ガイド部材２１
の傾きが徐々に上向きになり、定着ジャム処理カバー３５を完全に閉じた状態（図９参照
）では搬送ガイド部材２１は再び第１の位置に配置される。そして、図６及び図７に示す
ように、搬送ユニット３８及び側面カバー３３を閉状態に戻してジャム処理を終了する。
【００４６】
　また、支持部材３９は上下に移動可能に支持されており、支持部材３９を上向きに付勢
するコイルバネ４０が付設されている。定着ジャム処理カバー３５を閉じた状態でソレノ
イド３１（図５参照）を作動させたとき、搬送ガイド部材２１はコイルバネ４０の付勢力
に抗して支持部材３９を押し下げることにより、搬送ガイド部材２１自体が下向きに揺動
して第２の位置に配置される。
【００４７】
　以上のような構成とすることにより、定着ジャム処理カバー３５の開閉時に搬送ガイド
部材２１が補強板金２７に干渉することがなく、定着ジャム処理カバー３５を円滑に開閉
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することができる。従って、ジャム処理時の操作性を高めつつ、装置全体の高さを低く抑
え、補強板金２７により剛性を高めることができる。また、定着ジャム処理カバー３５を
閉じたとき、搬送ガイド部材２１を再び第１の位置に確実に配置できる。
【００４８】
　また、支持部材３９は上下に移動可能であり、コイルバネ４０で上向きに付勢されてい
るため、ソレノイド３１による搬送ガイド部材２１の揺動を妨げない。従って、搬送ガイ
ド部材２１による用紙搬送方向の振り分けも円滑に行うことができる。
【００４９】
　また、両面搬送路２３を背面Ｃパス構造としたので、両面搬送路２３に用紙がジャムし
た場合は側面カバー３３を開放して簡単にジャムした用紙を除去することができる。
【００５０】
　その他、本発明は上記実施形態に限定されず、本発明の趣旨を逸脱しない範囲で種々の
変更が可能である。例えば、上記実施形態においては、側面カバー３３及び定着ジャム処
理カバー３５が装置背面側（図６の右側）に開閉する構成としたが、例えば両面搬送路２
３を装置側面（図６の紙面手前側）に沿って設け、側面カバー３３及び定着ジャム処理カ
バー３５が装置の側面側に開閉する構成とすることもできる。
【００５１】
　また、本発明は図１に示したようなカラー複写機に限らず、アナログ方式の複写機や、
デジタル複合機、モノクロ及びカラープリンタ、ファクシミリ等の、他の縦搬送式の画像
形成装置にも適用できるのはもちろんである。
【産業上の利用可能性】
【００５２】
　本発明は、未定着トナーを加熱、溶融し、記録媒体に定着する定着部を備え、排出部が
定着部の上方に位置する縦搬送式の画像形成装置に利用可能であり、下端部を支点として
回動することにより定着部から排出部に至る用紙搬送路の一部を開閉可能な定着ジャム処
理カバーと、該定着ジャム処理カバーの回動端に揺動可能に設けられ、定着ジャム処理カ
バーが閉じられた状態で定着部を通過した記録媒体を排出部に案内する搬送ガイド部材と
、該搬送ガイド部材の一部が当接する傾斜面を有し、定着ジャム処理カバーの開閉動作に
伴い搬送ガイド部材が傾斜面に沿って摺動する支持部材と、を備えた構成である。
【００５３】
　これにより、定着ジャム処理カバーの開閉時に搬送ガイド部材が装置本体と干渉しない
ため、ジャム処理時の操作性を高めつつ、装置全体の高さを低く抑えた画像形成装置を提
供することができる。特に、画像読取部を支持する補強部材を設けた場合は、画像形成装
置の剛性も高めることができる。
【符号の説明】
【００５４】
　　１ａ～１ｄ　感光体ドラム（像担持体）
　　２ａ～２ｄ　帯電装置
　　３ａ～３ｄ　現像装置
　　４　　　　　露光装置
　　５ａ～５ｄ　クリーニング装置
　　７　　　　　定着部
　　９　　　　　二次転写ローラ（転写部）
　　１４　　　　定着ローラ対
　　１５　　　　搬送ローラ対
　　１９　　　　用紙搬送路
　　２０　　　　画像読取部
　　２１　　　　搬送ガイド部材
　　２３　　　　両面搬送路
　　２５　　　　排出ローラ対（排出部）
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　　２７　　　　補強板金（補強部材）
　　３０　　　　リンク部材
　　３１　　　　ソレノイド
　　３３　　　　側面カバー
　　３５　　　　定着ジャム処理カバー
　　３７　　　　位置決め用突起
　　３９　　　　支持部材
　　３９ａ　　　傾斜面
　　４０　　　　コイルバネ（弾性部材）
　　１００　　　画像形成装置
　　Ｐａ～Ｐｄ　画像形成部
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